
Q, 子どもと一緒に過ごす時間がしんどくな

ったりイライラしたりします。でも良き母で

なければとのプレッシャーも感じます。母親

失格ですか？（３歳 R子ママ） 

 

A.周囲に助けを求めつつ、子どもと約束し

たことだけ守ってください 

 R子ママさん、相談しにくい内容だったと

思います。よく声をかけてくださいました。

様々な子育て支援策が講じられる世の中にな

りましたが、それでも子育ては母親に重くの

しかかり、多くの方がそれをプレッシャーに

感じておられます。苦しくなった時は一人で

抱え込まず、自分を責めず、周囲や私たち保

育者やあるいは公的機関に遠慮せず相談して

ください。 

その中で一つだけ心に留めていただきたい

ことがあります。子どもはお母さんやお父さ

んのことが一番好きです。保育士がどんなに

絆を結んでも、やはりお母さんやお父さんに

はかないません。そんな一番好きな人が信じ

られなくなった時、子どもは不安定になりま

す。だから子どもと約束したことや時間は守

ってください。それ以外に「抱っこ」や「遊

び」を少しでも共にできれば、もう十分だと

思います。   園長：久保田愛策 
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年間主題『つながって～今、わたしを生きる～』 

主題聖句：主がすべての災いを遠ざけて あなたを見守り あなたの魂を見守ってくだ

さるように。あなたの出で立つのも帰るのも 主が見守ってくださるように。

今も、そしてとこしえに。   旧約聖書 詩編１２１編７～８節 

７月主題『あらわして』 

主題聖句：主に向かって 心からほめ歌いなさい。 

エフェソの信徒への手紙5章19節 

☆ ０歳児：保育者の祈りや讃美歌に親しむ。保育者に汗を流してもらって気持ち良い

と感じる。砂や水に触れてその感触に興味を示す。(保育者は)こまめな水分補給や着

替え、沐浴などを行い快適に過ごせるようにする。 

☆ １～２歳児：讃美歌を喜んで歌う。保育者との関わりの中で自分の思いを知る。砂や泥、

水や草花に触れて、気持ちよく遊ぶ。(保育者は)様々な素材に親しめるように環境を整え

る。 

☆ ３歳児：お休みの友だちや自分の身の回りのことを覚えて祈る。保育者や友だちと

一緒に遊ぶ中で、いろいろな思いを表すようになり、葛藤も経験する。砂、泥、水

などの感触を親しみ、思う存分楽しむ。(保育者は)目には見えにくい子どもの心の内

に思いを寄せ、自己を表している様々な姿を受けとめる。 

☆ ４～５歳児：体や表情で思いっきり表現しながら歌う。自分の思いや考えを態度や

言葉にして相手に伝えることで、お互いの思いに気づき、関わり方を考えるように

なる。絵本やお話などに親しみ、イメージをふくらませる。(保育者は)気づきや発見

を大事に受け止め、子どもが安心して喜んで表すことができるように支える。 


